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９－２　沖縄地方とその周辺の地震活動（2023 年 5 月～ 10 月） 
Seismic Activity around the Okinawa District (May - October 2023)

気象庁 沖縄気象台
Okinawa Regional Headquarters, JMA

今期間，沖縄地方とその周辺で M4.0 以上の地震は 120 回，M5.0 以上の地震は 17 回発生した．
このうち最大は，2023 年 9 月 18 日に宮古島北西沖で発生した M6.5 の地震であった．

2023 年 5 月～ 2023 年 10 月の M4.0 以上の震央分布を第 1 図 (a) 及び (b) に示す．
主な地震活動は以下のとおりである．

（1）沖縄本島近海の地震（M6.4，最大震度２，第２図 (a)，(b)）
2023 年 5 月 1 日 12 時 22 分に沖縄本島近海の深さ 13km（CMT 解による）で M6.4 の地震（最

大震度 2）が発生した．この地震は，発震機構（CMT 解）が北西－南東方向に圧力軸を持つ逆
断層型で，フィリピン海プレートと陸のプレートの境界で発生した．この地震の震央付近（領域 a）
では，4 月 27 日から地震活動がやや活発になり，4 月 27 日から 5 月 31 日までに震度 1 以上を観
測する地震が 8 回（震度 2：3 回，震度 1：5 回）発生した．

（2）宮古島近海の地震（M5.9，最大震度 3，第 3 図 (a)，(b)）
2023 年 5 月 11 日 22 時 33 分に宮古島近海の深さ 26km（CMT 解による）で M5.9 の地震（最

大震度 3）が発生した．この地震の発震機構（CMT解）は北西－南東方向に圧力軸を持つ型である．

（3）沖縄本島近海の地震（M5.2，最大震度 3，第 4 図）
2023 年 6 月 22 日 10 時 24 分に沖縄本島近海の深さ 39km で M5.2 の地震（最大震度 3）が発生

した．この地震は，発震機構（CMT 解）が北西－南東方向に張力軸を持つ横ずれ断層型で，フ
ィリピン海プレート内部で発生した．

（4）宮古島北西沖の地震（M6.5，最大震度 3，第 5 図）
2023 年 9 月 18 日 22 時 21 分に宮古島北西沖の深さ 182km で M6.5 の地震（最大震度 3）が発

生した．この地震はフィリピン海プレート内部で発生した．この地震の発震機構（CMT 解）は，
フィリピン海プレートが沈み込む方向に圧力軸を持つ型である．

（5）宮古島近海の地震（M6.0，最大震度 4，第 6 図 (a)，(b)）
2023 年 10 月 16 日 19 時 42 分に宮古島近海の深さ 17km（CMT 解による）でⅯ6.0 の地震（最

大震度 4）が発生した．この地震は，発震機構（CMT 解）が北東‐南西方向に張力軸を持つ正
断層型で，陸のプレート内で発生した．この地震の震央付近では，31 日までに震度 1 を観測す
る地震が 6 回（震度 4：1 回，震度 2：2 回，震度 1：3 回）発生している．今回の地震の震央付
近（領域 a）では 2023 年 10 月 16 日の地震の発生以降，地震活動が一時的に活発となった．

(6) 与那国島近海の地震（Ⅿ5.9，最大震度 3，第 7 図）
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2023 年 10 月 24 日 08 時 05 分に与那国島近海の深さ 33km で M5.9 の地震（最大震度 3）が発
生した．この地震の発震機構（CMT 解）は北北西－南南東方向に圧力軸を持つ型である．
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第 1 図 (a)　 沖縄地方とその周辺の地震活動（2023 年 5 月～ 7 月，M ≧ 4.0，深さ≦ 700km）

Fig. 1(a)  Seismic activity around the Okinawa district (May - July 2023, M ≧ 4.0, depth ≦ 700km)

第 1 図 (b)　つづき（2023 年 8 月～ 10 月，M ≧ 4.0，深さ≦ 700km）

Fig. 1(b) Continued (August - October 2023, M ≧ 4.0, depth ≦ 700km)
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2023年５月１日12時22分に沖縄本島近海の深さ

13km（CMT解による）でM6.4の地震（最大震度２）が

発生した。この地震は、発震機構（CMT解）が北西－

南東方向に圧力軸を持つ逆断層型で、フィリピン海

プレートと陸のプレートの境界で発生した。この地

震の震央付近（領域ａ）では、４月27日から地震活動

がやや活発になり、４月27日から５月31日までに震

度１以上を観測する地震が８回（震度２：３回、震度

１：５回）発生した。 

2000年７月以降の活動をみると、今回の地震の震

央付近（領域ａ）では、2010年２月27日にM7.2の地震

が発生し、軽傷者２人、住家一部損壊４棟などの被害

が生じた（総務省消防庁による）。また、この地震に

より南城市安座真で13cm、南大東島漁港で３cmの津

波を観測した。 

1919年以降の活動をみると、今回の地震の震央周
辺（領域ｂ）では、M6.0以上の地震が時折発生して
いる。 

沖沖縄縄本本島島近近海海のの地地震震活活動動 

今回の地震 

震央分布図 
（2000年７月１日～2023年５月 31日、 

  深さ０km～90km、M≧2.5） 
４月27日以降の地震を赤色で表示 

図中の発震機構はCMT解 

ａ 

領域ａ内のＭ－Ｔ図 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図 

（2023年４月20日～５月31日、 

Mすべて） 

ｂ 

沖縄本島 

今回の地震活動の 

最大規模の地震 

北大東島 

南大東島 

海溝軸 

震央分布図 
（1919年１月１日～2023年５月 31日、 

  深さ０km～200km、M≧6.0） 
2023年４月27日以降の地震を赤色で表示 

今回の地震活動の 

最大規模の地震 沖縄本島 

南大東島 

北大東島 

海溝軸 

※深さは CMT解による

N＝12214 

N＝1963 

N＝208 

N＝8 

N＝21 

（この期間は検知能力が低い） 

第 2 図 (a)　2023 年 5 月 1 日　沖縄本島近海の地震

Fig. 2(a) The earthquake near Okinawajima Island on May 1, 2023
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１１7 気気象象庁庁CMT 防防災災科科研研
（（F-net））

USGS
（（W-phase））

Mw 5.8 5.9

深さ 13km 13.5km

Global CMT GEOFON

Mw 5.8 5.9

深さ 15km 20km

22002233年年55月月11日日1122時時2222分分 沖沖縄縄本本島島近近海海のの地地震震MMjj66..44（（各各機機関関ののMMTT解解））

一元化震源
M6.4

深さ18km

周辺の気象庁CMT解の分布図

（掲載なし）

防災科研（AQUA）

防災科研（F-net）： https://www.fnet.bosai.go.jp/event/joho.php?LANG=ja
USGS（W-phase）：https://earthquake.usgs.gov/earthquakes/map/
Global CMT： https://www.globalcmt.org/CMTsearch.html 
GEOFON MT：https://geofon.gfz-potsdam.de/eqinfo/list.php?mode=mt
防災科研（AQUA）：https://www.hinet.bosai.go.jp/AQUA/aqua_catalogue.php?LANG=ja

USGS震源
深さ10.8km

（掲載なし）

第 2 図 (b)　つづき

Fig. 2(b) Continued.
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2023年５月11日22時33分に宮古島近海の深さ26km

（CMT解による）でM5.9の地震（最大震度３）が発生

した。この地震の発震機構（CMT解）は北西－南東方

向に圧力軸を持つ型である。 

2000年７月以降の活動をみると、今回の地震の震源

付近（領域ａ）では、2009年８月５日にM6.5の地震（最

大震度４）、2010年10月４日にM6.4の地震（最大震度

４）が発生するなど、M5.0以上の地震が時々発生して

いる。 

1919年以降の活動をみると、今回の地震の震央周辺

（領域ｂ）では、M6.0以上の地震が時々発生している。 

５５月月 1111日日  宮宮古古島島近近海海のの地地震震  

（2023年５月１日～31日） 

NN  ==  99  領域ｂ内のＭ－Ｔ図 

NN  ＝＝88558800  

震央分布図 
（2000年７月１日～2023年５月 31日、 

  深さ０km～100km、M≧2.5） 
2023年５月の地震を赤く表示 

図中の発震機構はCMT解 

宮古島 

海溝軸 

石垣島 

今今回回のの地地震震  

西表島 

石垣島 

西表島 

海溝軸 

NN  ==5511  

44

宮古島 

今今回回のの地地震震  

ａ 

NN  ==3311  

領域ａ内のＭ－Ｔ図 NN  ＝＝11224422  

※深さはCMT解による

震央分布図 
（1919年１月１日～2023年５月 31日、 

  深さ０km～300km、M≧5.5） 

（この期間は検知能力が低い） 

第 3 図 (a)　2023 年 5 月 11 日　宮古島近海の地震

Fig. 3(a) The earthquake near Miyakojima Island on May 11, 2023
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Global CMT GEOFON

Mw 5.8 5.8

深さ 28.0km 10km

１１7 気気象象庁庁CMT 防防災災科科研研
（（F-net））

USGS
（（W-phase））

Mw 5.8 5.8 5.8

深さ 26km 26km 23.5km

22002233年年55月月1111日日2222時時3333分分 宮宮古古島島近近海海のの地地震震MMjj55..99（（各各機機関関ののMMTT解解））

一元化震源
M5.9

深さ33km

周辺の気象庁CMT解の分布図

（掲載なし）

防災科研（AQUA）

防災科研（F-net）： https://www.fnet.bosai.go.jp/event/joho.php?LANG=ja
USGS（W-phase）：https://earthquake.usgs.gov/earthquakes/map/
Global CMT： https://www.globalcmt.org/CMTsearch.html 
GEOFON MT：https://geofon.gfz-potsdam.de/eqinfo/list.php?mode=mt
防災科研（AQUA）：https://www.hinet.bosai.go.jp/AQUA/aqua_catalogue.php?LANG=ja

（掲載なし）

USGS震源
深さ21.6km

第 3 図 (b)　つづき

Fig. 3(b) Continued.
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2023年６月22日10時24分に沖縄本島近海の深さ

39kmでM5.2の地震（最大震度３）が発生した。この地

震は、発震機構（CMT解）が北西－南東方向に張力軸

を持つ横ずれ断層型で、フィリピン海プレート内部

で発生した。 

2000年７月以降の活動をみると、今回の震央付近

（領域ｂ）では、M5.0以上の地震が発生したのは初め

てである。 
1919年以降の活動をみると、今回の地震の震央周
辺（領域ｃ）では、M5.0以上の地震が今回の地震を
含めて６回発生している。 

６６月月 2222日日  沖沖縄縄本本島島近近海海のの地地震震 

今回の地震 

ａ 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図 

ｃ 

沖縄本島 

今回の地震 

海溝軸 

沖縄本島 

海溝軸 

N＝9345 

（この期間は検知能力が低い） 

N＝53 

N＝183 

N＝6 

Ａ 

Ｂ 

領域内ａの断面図（Ａ－Ｂ投影） 

N＝1252 

領域ｃ内のＭ－Ｔ図 

震央分布図 
（2000年７月１日～2023年６月 30日、 

  深さ０km～200km、M≧2.5） 
６月の地震を赤色で表示 

図中の発震機構はCMT解 

震央分布図 
（1919年１月１日～2023年６月 30日、 

  深さ０km～200km、M≧5.0） 
2023年６月の地震を赤色で表示 

今回の地震 

今回の地震 

Ｂ Ａ 

第 4 図　 2023 年 6 月 22 日沖縄本島近海の地震

Fig. 4  The earthquake near Okinawajima Island on June 22, 2023
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2023年９月18日22時21分に宮古島北西沖の深さ

182kmでM6.5の地震（最大震度３）が発生した。この

地震はフィリピン海プレート内部で発生した。この

地震の発震機構（CMT解）は、フィリピン海プレート

が沈み込む方向に圧力軸を持つ型である。 

2000年７月以降の活動をみると、今回の地震の震

源付近（領域ｂ）では、M6.0以上の地震が今回の地震

を含めて２回発生しており、もう一つは2021年３月

27日にM6.2の地震（最大震度２）が発生している。 

９９月月 1188日日  宮宮古古島島北北西西沖沖のの地地震震 

今回の地震 

震央分布図 
（2000年７月１日～2023年９月 30日、 

  深さ 50km～250km、M≧3.0） 
2023年９月の地震を赤色で表示 

図中の発震機構はCMT解 

ａ 

海溝軸 

沖縄本島 

海溝軸 

N＝3407 

（この期間は検知能力が低い） 

震央分布図 
（1919年１月１日～2023年９月 30日、 

  深さ０km～250km、M≧6.0） 
2023年９月の地震を赤色で表示 

N＝211 

N＝58 

今回の地震 

1919年以降の活動をみると、今回の地震の震央周

辺では、過去にM6.0以上の地震が時々発生しており、

1938年６月10日にM7.2の地震（最大震度４）が発生

し、宮古島平良港で1.5ｍ程度の津波が目撃されてお

り、桟橋の流出などの被害があった。また、1958年３

月11日にM7.2の地震（最大震度５）が発生し、先島諸

島で死者２人、負傷者４人のほか家屋損壊などの被

害が生じた（被害は、「日本被害地震総覧」による）。 

Ａ 

今回の地震 

Ｂ 

西表島 

宮古島 

石垣島 

領域ａ内の断面図（Ａ-Ｂ投影） 

今回の地震 

宮古島 

石垣島 

西表島 

N＝58 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図 

左図のＭ－Ｔ図 

Ｂ Ａ 

N＝602 

第 5 図　 2023 年 9 月 18 日宮古島北西沖の地震

Fig. 5  The earthquake northwest Miyakojima Island on September 18, 2023
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2023年10月16日19時42分に宮古島近海の深さ17km

（CMT解による）でM6.0の地震（最大震度４）が発生

した。この地震は、発震機構（CMT解）が北東－南西

方向に張力軸を持つ正断層型で、陸のプレート内で

発生した。この地震の震央付近では、31日までに震度

１を観測する地震が６回（震度４：１回、震度２：２

回、震度１：３回）発生している。今回の地震の震央

付近（領域ａ）では、2023年10月16日の地震の発生以

降、地震活動が一時的に活発となった。 

2000年７月以降の活動をみると、M5.0以上の地震

が時々発生している。今回の地震の震央周辺（領域

ｂ）では、2001年８月18日にM6.4の地震（最大震度３）

が発生している。また、2021年12月26日にM6.1の地震

（最大震度４）が発生している。 

1100月月 1166日日  宮宮古古島島近近海海のの地地震震 

今回の地震 

（この期間は検知能力が低い） 

震央分布図 
（1919年１月１日～2023年 10月 31日、 

  深さ０km～100km、M≧6.0） 
2023年10月の地震を赤色で表示 

N＝41 

1919年以降の活動をみると、今回の地震の震央周

辺（領域ｃ）では、過去にM6.0以上の地震が時々発生

している。1938年６月10日にM7.2の地震（最大震度

４）が発生し、宮古島平良港で1.5ｍ程度の津波が目

撃されており、桟橋の流出などの被害があった。ま

た、1958年３月11日にM7.2の地震（最大震度５）が発

生し、先島諸島で死者２人、負傷者４人のほか家屋損

壊等の被害が生じた（被害は、「日本被害地震総覧」

による）。 

領域ｃ内のＭ－Ｔ図 

海溝軸 

宮古島 

石垣島 

今回の地震 

ｃ

ａ 

今回の地震 

宮古島 

GCMT 

石垣島 

海溝軸 

西表島 

沖縄本島 

※深さはCMT解による

N＝3989 

震央分布図 
（2000年７月１日～2023年 10月 31日、 

  深さ０km～60km、M≧3.0） 
2023年10月の地震を赤色で表示 

図中の発震機構はCMT解 

N＝933 
領域ｂ内のＭ－Ｔ図 

領域ａ内のＭ－Ｔ図 

10 20 30 

（2023年10月10日～31日、M≧2.0） 

N＝137 

N＝23 

第 6 図 (a)　2023 年 10 月 16 日宮古島近海の地震

Fig. 6(a) The earthquake near Miyakojima Island on October 16, 2023
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Global CMT GEOFON

Mw 5.6 5.6

深さ 16.9 km 17km

１１7 気気象象庁庁CMT 防防災災科科研研
（（F-net））

USGS
（（W-pahse））

Mw 5.7 5.6 5.65

深さ 17km 11 km 17.5km

22002233年年1100月月1166日日1199時時4422分分 宮宮古古島島近近海海のの地地震震MMjj66..00（（各各機機関関ののMMTT解解））

周辺の気象庁CMT解の分布図

（掲載なし）

USGS震源
深さ27.9km

防災科研（AQUA）

防災科研（F-net）： https://www.fnet.bosai.go.jp/event/joho.php?LANG=ja
USGS（W-phase）：https://earthquake.usgs.gov/earthquakes/map/
Global CMT： https://www.globalcmt.org/CMTsearch.html 
GEOFON MT：https://geofon.gfz-potsdam.de/eqinfo/list.php?mode=mt
防災科研（AQUA）：https://www.hinet.bosai.go.jp/AQUA/aqua_catalogue.php?LANG=ja

一元化震源
M6.0

深さ33km

第 6 図 (b)　つづき

Fig. 6(b) Continued.
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2023年10月24日08時05分に与那国島近海の深さ

33kmでM5.9の地震（最大震度３）が発生した。この地

震の発震機構（CMT解）は北北西－南南東方向に圧力

軸を持つ型である。 

2009年９月以降の活動をみると、今回の地震の震央

付近（領域ａ）では、M5.0以上の地震が時々発生して

いる。2015年４月20日10時42分にM6.8の地震（最大震

度４）が発生し、同日20時45分にM6.0の地震（最大震

度３）、同日20時59分にM6.4の地震（最大震度２）が

発生した。また、2018年10月23日13時34分にM6.1の地

震（最大震度３）が発生し、翌24日01時04分にM6.3の

地震（最大震度３）が発生した。  

1919年以降の活動をみると、今回の地震の震央周辺

（領域ｂ）では、M7.0以上の地震が４回発生している。

1966年３月13日に発生したM7.3の地震（最大震度５）

では、与那国島で死者２人、家屋全壊１棟などの被害

が生じた（被害は「日本被害地震総覧」による）。2001

年 12月 18日に発生した M7.3の地震（最大震度４）

では、与那国島で 12cm、石垣島で４cm の津波を観測

している。 

震央分布図 
（2009年９月 1日～2023年 10月 31日、 

  深さ０km～50km、M≧3.0） 
2023年10月の地震を赤く表示 

図中の発震機構はCMT解 

1100月月 2244日日  与与那那国国島島近近海海のの地地震震  

震央分布図 
（1919年１月１日～2023年 10月 31日 

  深さ０km～100km、M≧5.5） 
2023年 10月の地震を赤く表示 

領域ａ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

ｂ

領域ｂ内のＭ－Ｔ図 

台湾 

台湾 

今今回回のの地地震震  

（10月１日～10月 31日、M≧2.5） 

（この期間は検知能力が低い） 

NN  ==  112244  

NN  ==  1166  

NN  ==  333399  

ａ 

西表島 与那国島 
石垣島 

NN  ==  55881144  

NN  ==  771177  

与那国島 

西表島 
石垣島 

今今回回のの地地震震  

海溝軸 

30 20 10 

＊赤線は海溝軸を示す 

第 7 図　 2023 年 10 月 24 日与那国島近海の地震

Fig. 7  The earthquake near Yonagunijima Island on October 24, 2023
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